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第37回日本血液事業学会の開催にあたって

総会長　日本赤十字社北海道ブロック血液センター　　髙　本　　滋

第37回日本血液事業学会総会を北海道地区で担当させて頂くこととなり、平成25年10月21日

（月）〜23日（水）の三日間、札幌コンベンションセンターを会場として開催致します。今回は、

平成25年度全国大学病院輸血部会議（当番校：北海道大学病院検査・輸血部、清水力部長）、第

20回日本輸血・細胞治療学会秋季シンポジウム（会長：北海道赤十字血液センター、山本哲所長）

との同時開催であり、多数の御参加をお待ちしております。

我国の血液事業については、ここのところ新しい展開が続いております。平成24年４月１日

より、広域事業運営体制がスタートしました。また、10月１日には日赤の血漿分画事業部門と

株式会社べネシスが統合され、一般社団法人日本血液製剤機構（JBPO）が誕生しました。一方、

平成24年９月には移植法が公布され、10月には京大山中伸弥教授のノーベル賞受賞が発表され、

移植医療ならびにiPS細胞を中心とした再生医療が一気に発展する勢いを示しています。このよ

うな背景の下、血液事業が新規医療の展開に伴い、どのように関わり、どのような役割を果た

してゆくことができるのか、議論を深めることは極めて有意義と考えられます。上記状況を踏

まえ、本総会では、「新たなる血液事業の展開　－広域事業・移植法・再生医療－」をテーマと

致しました。

特別講演では、2010年ノーベル化学賞受賞の北海道大学鈴木章名誉教授による「ノーベル化学

賞を受賞して」、新潟大学高橋公太教授による「ABO血液型不適合腎移植への挑戦」、JBPO上田

英彦理事長による「血漿分画事業の現状と将来」、札幌大学原子修名誉教授による「龍馬と北海

道」、さらに総会長招聘講演として、Amsterdam, SanquinよりDr. Paul Strengersをお招きして「オ

ランダの血漿分画事業」について御講演いただきます。シンポジウムとしては「再生医療の進歩」

など総会テーマ関連を中心に８題、教育講演には「採血副作用」を始め８題を企画しております。

また、本学会初の取り組みとして、全国各ブロック血液センター所長より推薦いただいた合計

７名の演者による特別企画「ブロック血液センター所長推薦優秀演題発表会」を行います。さら

に歓迎すべきは、一般演題に予想を大幅に上回る346題の応募をいただいたことです。本総会で

は秋真盛りの札幌の空の下、総会テーマを中心に、近い将来の医療に対応できる血液事業の在

り方について、参加者の皆様と共に実り豊かな討論が出来ればと願っております。

なお、北海道ブロック血液センター及び北海道赤十字血液センターは７月１日より札幌市西

区二十四軒に移転致しました。札幌を訪れられるこの機会に新社屋の見学を企画しております

ので御希望の方は是非お立ち寄り下さい。

末筆になりますが、本総会開催に際しては、多くの関係者の御支援をいただき、お陰さまで

ここまで漕ぎ着けられたものと考えております。この場をお借りし、皆様の御協力に対し心よ

り感謝申し上げます。
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会場および交通のご案内

○　飛行機でお越しの方

・ 新千歳空港より新札幌駅まで JR を利用、JR 新札幌駅で下車し、地下鉄新札幌駅より東西線に乗り換え、

　東札幌駅で下車します。(2 番出口を出て、左に進み徒歩約 8分 )

・ 新千歳空港より札幌駅まで JR を利用、JR 札幌駅で下車し、地下鉄さっぽろ駅より南北線 (真駒内行 )

　に乗り換え、大通駅で東西線 (新さっぽろ行 )に乗り換え、東札幌駅で下車します。(1 番出口を出て、

　右に進み徒歩約 8分 )

○　新さっぽろ方面から地下鉄でお越しの方

　地下鉄新さっぽろ駅より東西線に乗り、東札幌駅で下車。2番出口を出て左へ進み、2つ目の信号を右に

　渡る。(日本通運の大きな看板が目印 )そのまま道なりにまっすぐ進むと前方にコンベンションセンター

　正面が見えます。(徒歩約 8分 )

○　札幌駅、大通方面から地下鉄でお越しの方

　地下鉄札幌駅より南北線 (真駒内行 )に乗り、大通駅で東西線 (新さっぽろ行 )に乗り換え、東札幌

　駅で下車。1番出口を出て右へ進み、2つ目の信号を右折。(北海道銀行が目印 )そのまま道なりに

　まっすぐ進むと前方にコンベンションセンター正面が見えます。(徒歩約 8分 )

会場および交通のご案内
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・ 新千歳空港より新札幌駅まで JR を利用、JR 新札幌駅で下車し、地下鉄新札幌駅より東西線に乗り換え、

　東札幌駅で下車します。(2 番出口を出て、左に進み徒歩約 8分 )

・ 新千歳空港より札幌駅まで JR を利用、JR 札幌駅で下車し、地下鉄さっぽろ駅より南北線 (真駒内行 )

　に乗り換え、大通駅で東西線 (新さっぽろ行 )に乗り換え、東札幌駅で下車します。(1 番出口を出て、

　右に進み徒歩約 8分 )

○　新さっぽろ方面から地下鉄でお越しの方

　地下鉄新さっぽろ駅より東西線に乗り、東札幌駅で下車。2番出口を出て左へ進み、2つ目の信号を右に

　渡る。(日本通運の大きな看板が目印 )そのまま道なりにまっすぐ進むと前方にコンベンションセンター

　正面が見えます。(徒歩約 8分 )

○　札幌駅、大通方面から地下鉄でお越しの方

　地下鉄札幌駅より南北線 (真駒内行 )に乗り、大通駅で東西線 (新さっぽろ行 )に乗り換え、東札幌

　駅で下車。1番出口を出て右へ進み、2つ目の信号を右折。(北海道銀行が目印 )そのまま道なりに

　まっすぐ進むと前方にコンベンションセンター正面が見えます。(徒歩約 8分 )
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　地下鉄新さっぽろ駅より東西線に乗り、東札幌駅で下車。2番出口を出て左へ進み、2つ目の信号を右に渡る。（日本通運の大きな看
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番出口を出て、左に進み徒歩約8分）
・新千歳空港より札幌駅までJRを利用、JR札幌駅で下車し、地下鉄さっぽろ駅より南北線（真駒内行）に乗り換え、大通駅で東西線（新

さっぽろ行）に乗り換え、東札幌駅で下車します。（1番出口を出て、右に進み徒歩約8分）
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会場案内図
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